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、
いいまち合金夢のまち

黄金色に輝く稲穂刈る

昨年より 5日ほど遅く、字神丘の田中春次さ
んの田んぼで稲刈りが始まりました。

7月末から 8月前半の天候不順により遅れは

したものの、平年並みの作柄で背米はほとんど

なく、この日は「ホシノユメJ70aが刈られまし

た。 田んぼ片隅には生産調整で青刈りされた稲

が無惨にも残されていました。 (9/12)



9
月
問
日
か
ら
幻
自
か
け
行
わ
れ
た

今
金
八
幡
宮
例
大
祭
。

秋
晴
れ
の
中
、

町
内
の
あ
ち
こ
ち
で

は
笛
や
太
鼓
の
音
が
響
き
わ
た
っ
た
。
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• 

• 

• 

• 今金高等養護学校の生徒もお

祭りに参加。元気あふれるよ

さこい踊りの披露や山車の運

行に一役かつてくれました。

① 

⑧ 

⑮⑧圃

⑨ 

① 



全
道
の
長
寿
に

岩
間
キ
サ
さ
ん

一

(満100歳)

町
内
栄
町
に
住

む
岩
間
キ
サ
さ
ん

が、

9
月
1
日
現

在
で
北
海
道
が
発

表
し
た
長
寿
全
道

一
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
全
道

一
の

長
寿
を
祝
い
、
北

海
道
知
事
か
ら
の

表
彰
状
と
記
念
品

が
伊
藤
満
槍
山
支
庁
長
か
ら
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

瀬
棚
町
生
ま
れ
の
キ
サ
さ
ん
は

幻
歳
の
時
に
助
産
婦
資
格
を
取
得

長谷川金二さんにも

100歳の記念品

今
年
ロ
月
に
満
1
0

0
歳
と
な
る
字
御
影
在

住
の
長
谷
川
金
二
さ
ん

に
も
、
同
日
、
現
在
利

用
し
て
い
る
高
齢
者
福

祉
寮
の
「
せ
せ
ら
ぎ
」

で
内
閣
総
理
大
臣
、

北

海
道
知
事
か
ら
の
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

多
少
耳
が
遠
い
長
谷

川
さ
ん
で
す
が
、
施
設

に
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
は

し
、
お
歳
か
ら
万
歳

ま
で
の
必
年
間
に
わ

た
り
、
町
内
で
助
産

婦
と
し
て

3
，
0
0

0
人
を
超
す
新
生
児

を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
読
書
や
音
楽

銀
賞
・
裁
縫

・
料
理

/

な
ど
多
彩
な
趣
味
を

お
持
ち
で
す
。

キ
サ
さ
ん
は

1
0
5歳
の
時
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
権
患
し
、
現

在
今
金
国
保
病
院
で
入
院
加
療
中

で
す
。

利
用
せ
ず
階
段

そ
う
で
す
。
支

は
玄
関
ま
で
見

ま
し
た
。

を
利
用
し
て
い
る

庁
長
が
帰
る
際
に

送
り
に
来
て
く
れ

， 

• (. 

槍
山
水
泳
大
会
で
大
活
躍
!

種
小
・
美
利
河
小
・
今
中

-置

第
幻
回
槍
山
管
内
小
中
学

生
水
泳
競
技
大
会
が

8
月
初

日
、
上
ノ
国
町
湯
/
岱
町
民

プ
i
ル
で
開
催
さ
れ
、

町
内

種
川
・
美
利
河
小
学
校
の
児

童
、
今
金
中
学
校
の
生
徒
が

ロ
の
個
人
、
団
体
競
技
で
優

勝
す
る
な
ど
、
大
活
躍
を
見

せ
ま
し
た
。

3年男子平泳ぎ25M 1位佐守宅一隆(積J11)一 竺身5
i年五千平司J吾言問:114 -FE苧~三考(~Ji J1り 35秒9
4if!見ミ子手品(~25均 1位竹内 竺(絹川) 一 27秒o
6ギ男子平自{ぎ50M 1 J;l: ，中引健:i<:Jl~ ~季刊1FL Pq砂9
6年五三下一言作品(~5õÚI 訂立ーよちF五月江美荊j(莞利即 興秒1
4ギ男子自由〕露25M 1位竹内 亨(租JII) 20秒9

6年見干自由Jfj50M 1位一司UJ自主太j的(業利i'l) 何秒吐
6ギ女与背骨Jぎ50M 1位-'A里民Jij!(積JII) 56秒。

小学校9)干l∞Itvl 位安達ー久保問・竹内・中山

メドレーリレー J型)1[.去月河合切j 一一一
小ギ投男子100M 安達・竹内・内ヶ島・中山
リレー 2位(種川・美利河合同)

中学校(今金中学校)

3年男子平泳ぎゅ1..lJL青田オ ーラQt!.5.
" 2位内ヶ島知明

大会成総は次のとおりです。(3位まで掲載)

小学校
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δ
ζ
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町
で
は
「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
み
、

9
月
日
日
現
在
で
満
別
歳
(
飢
人
)
と

お
歳
(
却
人
)
の
節
目
を
迎
え
る
お
年

寄
り
別
人
に
、

9
月
同
日
長
寿
祝
い

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
満
鈎
歳
以
上
の
方
全

員
に
お
祝
い
金
を
手
渡
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
は
節
目
と
な
る
満

別
歳

(
3
万
円
)
、
∞
∞
歳

(
5
万
円
)
、

1
0
0
歳

(ω
万
円
)
の
到
達
者
に
手

渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

l長春を祝う

会
倉
町
長
寿
書
付

氏

名
(
性
別
)
上
位
十
人
(
九
月
十
五
日
現
在
)

住

所

岩

品
切
{
食
}
百
八
厳
重
事
圃

踊

キ

コミュニティで行灯神輿を整備
今金みこし愛好会

坂

ミ
ツ
エ
A-av
百
三

* 
c 

* 
治

=-mA男
V
E

長
谷
川

--A男}
晶
品
先
飯
高
値
爽
町

倉

88歳の81人

H 

• -SA-mv
丸
セ
織
虫
歯
宥
圃

奮高

• コ
ノ
エ
{
ま
V

免
七
a
m
-
-帯圃

夫

松

コ
ユ
キ
(
晶
三
九
六

書

奮
*
個
師
{
男
}
晶
品
占
的 年
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盤

歳

舗

松

園
史
食
}
晶
崎
大
級
車
事
圃

• 自民

，、

ル
{
晶
属
}
晶
品
大
厳
重
量
梼
圃

信
欄
・
a
g霊
園

111 園

• • 全l町民に

『紅椿会』

今金みこし愛好会『紅椿会』では、財団法人自治総合センター

が実施している一般コミュニティ助成事業の助成を受け行灯神

輿などを整備しました。
『紅絡会』は、毎年秋祭りに参加する女性が少ないことから、

今年、みこし愛好会の女性メンバーが中心となり有志を募って

発足した団体です。
この事業は同センターが全国自治宝くじ普及広報事業として、

北海道が受託し行っています。住民の行うコミュニティ活動を

促進し、その健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広報を目

的として行われているものです。

『紅棒会』では秋祭りにおける女性の参加を促進し、

よるコミュニティ活動の充実を図っております。

有"輿は早速9月 I9日20日に行われた秋祭
りで倣録され、道行くfL物人の目をくぎ付
けにしていました.

慎重①御神輿の製作

圃園②半纏の購入

臨語③ちょうちん附入

一式

35着

40個

町• E 

αつ

9
月
に
入
り
消
火
栓
に
イ
タ
ズ

ラ
書
さ
れ
た
看
板
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。消
防
で
は
、
こ
の
よ
う
な
看
板

に
く
れ
ぐ
れ
も
イ
タ
ズ
ラ
し
な
い

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
標
識
を
発
見
し
た

場
合
は
、
即
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

イ
タ
ズ
ラ
書
が
原
因
で
標
識
を

見
落
と
し
た
場
合
、
生
命
に
係
わ

る
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

も
予
怨
さ
れ
ま
す
。

檎
山
広
域
行
政
組
合

今
金
消
防
署

8
2

n
U
5
1
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安
全
運
転
を
呼
び
か
け

神
丘
小
学
校
児
童

神
丘
小
学
校
(
校
長
高
橋
勝
保
、
児
童
日

名
)
で
は

9
月
日
目
、
学
校
前
の
国
道
を
通
行

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
約
2
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
袋

諾
さ
れ
た
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
、
児
童
が
そ
れ
ぞ

れ
考
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
児
童
会
か
ら
の
作
文

が
添
え
ら
れ
、
約

1
0
0
袋
が
道
行
く
ド
ラ
イ

バ
ー
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

配
ら
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、

P
T
A
の
協
力

を
得
な
が
ら
こ
の
春
学
校
股
闘
に
作
付
け
さ
れ
、

9
月
2
日
に
収
穫
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
街
頭
啓
発
は
、
児
童
た
ち
に
交
通
安
全

の
重
要
性
を
意
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

「ドライバーのみなさん.これからもス
ピードに気をつけて安全運転をよろしくお

願いします。J(児賞会より)

w 



街の法律家行政書士
次のようなときには、ぜひご相談を 1

・相続手続きをしたい
口遺言書をつくっておきたい
・独立して会社をつくりたい
口帳簿のつけ方を知りたい
・年金受給について相談したい
口貨物輸送事業をはじめたい
園中古自動車を買って登録をしたい
口飲食庖やスナックをはじめたい
.NPO法人をつくりたい
口永住許可の手続きをしたい
・医療法人、農業生産法人をつくりたい
口古物商の営業をはじめたい
・産業廃棄物収集運搬業をはじめたい
口建設業の許可をとって指名業者になりない
・宅地、燥地などを売買したい
口農地に家を建てたい
・土地・建物を妻に贈与したい
口賃金、家賃を催促したい
圃公正証書、内容証明の手続きをしたい
口その他

まず、お近くの行政
書士事務所へお声を
かけてみて下さい 1

《お問い合わせ先》

《瀬制l町》
三宮武('f!7担20)
《長万部町》
高谷紀男(営01377-5-2431)
《八雲町》
館取優 (~1376-2-2381)
菊田悟郎(雪01376-2-2860)
笹野洋一(雪01376-2-403日)

北海道行政書士会 函館支部
函館市千歳町21-13
'5'0138-22-0736 
月・水・金の 9 時~17時

学生募集(函館高専)

21世紀の担い手
私たちは目指しています

①募集科目及び定員

「機械技術科Jr電子工学科Jr自動車整備科j
「建築技術科Jr総合ビジネス科」の各科20名
②対象者
高等学校卒業以上の方(平成14年卒業見込み

の方を含みます)、若しくはこれと同等以上の

学力を有すると認められる方。

③願書受付期間

平成13年11月l日から11月30日まで

④必要書類

(1)入学願書(学院所定の様式)

(2)内申書(新規高卒のみ必要)

(3)健康診断書(1年以内に実施した写し可)

⑤提出先
北海道立函館高等技術専門学院(離転戦者の

方は職業安定所に提出)

⑥選考日

平成13年12月10日(月)

ci選考方法
学力試験(国語、数学 1. ]] . A)、面接、職

業適性検査

※その他、応募・入学ににつきまして、ご不明

の点がございましたら下記にお問い合わせくだ

さい。

北海道立函館高等技術専門学院

'5' 0138-47-1121 附 0138-47-2013

「高齢者の居住お安定確保に関する法律」

が制定されました。

法律では、高齢者が安心して生活

できる居住空間や賃貸住宅市場の整

備を図ることを目的として、次のよ

うな新しい制度が擦り込まれ、高齢

者にやさしい住まいづくりが進めら

れます。

-高齢者向け優良賃貸住宅制度

バリアフリー化された良質な賃貸

住宅の供給に対し、補助や税制上の

優遇措箇が受けられます。

-住宅金融公庫融資の特例

既存住宅を購入し、改良を加えて

高齢者向け優良賃貸住宅とする場合、

購入費に対して住宅金融公庫の融資

が受けられます。

c1:) 

l・一括償還型バリアフリ-
B リフォ ム融資制度

! 高齢者自身が自宅をバリアフリー-
lリフォームする場合、生存時は利子
l部分のみを返済し、死亡時に住宅資
』産などを活用して一括償還すること

のできる住宅金融公庫の特別な融資

が受けられます。(高齢者居住支

援センターが債務保証を行い

ます。)

1・高齢者の入居を拒まない

賃貸住宅の登録・閲覧制度

高齢者の入居を受け入れる賃貸住

宅の登録を知事 (またはその指定機

関)が行い、登録住宅の情報を一般

の閲覧に供する制度です。(登録往

l宅には、高齢者居住支援センターの
1 家賃債務保証が受けられます。)

-終身建物賃貸借制度

高齢者がバリアフリー化された賃

貸住宅に終身にわたって安心して住

み続けられ、亡くなったときに終了

することのできる契約制度で、借地

借家法の特例として、知事の認可を

受けた賃貸住宅が対象となります。

なお、配偶者など一定の同居者は、

借家人死亡後も継続して居住できる

ように配慮されています。

《法律に関する問い合わせは》

北海道建設部住宅課まで

'5'011-231-4111 (内線29-515)

， 

• • 

• • 

9月14日、2∞1ツール・ド・北海
道国際大会の第2ステージ184km

が、 今金UIT~岩内町問で行われま

した。

O 

O 

今金町→長万部町→黒松内町→島牧村→寿都町→蘭越

町→共和町→岩内町

選手達は、この184k mの区聞を、速い人は4時間足ら

ずでゴルしました。

:iル〉ウヰJLj主よJ
O 

O 

今金幼稚園の園児37人が、 9月 lで毎年実施しているものです。 9
5日いも掘りを体験しました。月にNHKやテレビ東京のテレビ

小さなシャベルを持ちジヤガイ !番組で取り上げられた後は電話が

モを掘る園児達。今日の晩ご飯、 ;殺到するほでの 「今金男爵J。日本

どんなジャガイモの料理してもら :ーの 「今金男爵」を掘られるなん

おうかな ・ ・。とでも考えて lて、都会の，、にとってはうらやま

いるのでしょうか。しいのではないでしょうか。

これは神丘の吉田誠さんの協力 :

これまで幾度か今金町内を通過

した同大会。今年はデ・モーレン

前が初めてスター卜地点となりま

した。

午前9時5分、多くの町民が声
援する中、総勢100名が村本町長
の合図で岩内町のゴールを目指し

一斉にスター卜しました。

..;.."" 小百合鴎ご万⑪ULJ告 J 会? インマヌ工此圃車祭り }?会

..;-争争争争争争争争争争争争争-..;

@つ



『警察署又は駐在所』

『緊急時は、110番』

に連絡をお願いいたします。

北檎山警察署 '5'4 -6110 (代表)

ど 『近所に外国人が集団でたむ

、ろしているぞ!~ “見たり"
“聞いたり"

しましたら、

.-m .. ~ペ 4河原 ， 窃冨
・晶画企骨:酒運n・-‘a薗i奇Cili高司bぞ宣箇-
・・・u":，~~広=率~ ‘日JUJJí'.恒~

国内に不法に滞在する外国人が増え

続け、それに伴う 『殺人』や 『強盗』

事件等の凶悪な犯罪が、全国各地で多

発しております。

善良な外国の人に対しましては、在

留される問、 事件や事故に遭わないよ

う 「防犯指導」を行ったり、また遭っ

た場合にはどうしたら良いかなどにつ

いての指導も行っております。

『我がIIIJ~ でいっこのような外国人に

よる凶悪犯罪が発生するか分かりませ

ん。

こうした犯罪から皆さんの住む地域

の安全を守るためには、皆さんの“目"

や “耳"による協力が絶対に必要です。
• • 
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N
Z
に
戸
付
っ
て
今
金
中
学
校

宮

崎

3
年
仁

美

で際

私
は
今
年
の
夏
、
初
め
て
日
本

を
で
ま
し
た
。

長
い
時
間
ず
っ
と

乗
り
っ
ぱ
な
し
の
飛
行
機
で
、
気

分
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が

N
Z
へ
着
い
て
辺
り
を
見

た
ら
、
そ
ん
な
気
分
も
一
気
に
吹

き
と
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
日
本
語
も

な
い
し
、
周
り
は
外
国
人
だ
ら
け

だ
っ
た
。

外

へ
出
た
ら
き
れ
い
な

風
景
と
空
気
で
逆
に
さ
わ
や
か

だ
っ
た
。

問
を
見
学
し
て
ホ
テ
ル
に
着
い

た
ら
、
ホ
ス
ト
の
人
か
ら
私
宛
に

手
紙
が
届
い
て
い
た
。
そ
の
内
容

は
H

火
曜
日
に
会
え
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
J
と
い
う
事

だ
っ
た
。
す
ご
く
嬉
し
く
て
私
も

早
く
会
い
た
く
な
っ
て
火
曜
日
が

本
当
に
楽
し
み
だ
っ
た
。
そ
し
て

対
面
の
目
、
私
の

N
Z
の
家
族
と

会
っ
た
。
名
前
は
ニ
ッ
キ

l
・
ポ

ウ
と
い
っ
て
と
て
も
き
れ
い
な
女

の
子
だ
っ
た
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
会
話
も
話
せ
ば
話
す
程
、

理
解
し
合
え
た
。
そ
れ
が
す
ご
く

嬉
し
か
っ
た
。

家
に
着
い
た
ら
ニ
ッ
キ

l
が

n
犬
を
紹
介
す
る
の
で
、
つ
い
て
き

て
H
“
と
言
わ
れ
、
つ
い
て
い
く

と
中
ぐ
ら
い
の
犬
が
い
て

η
名
前

は
?
“
と
き
く
と

w
ジ
プ
シ
ー
“

と
ニ
ッ
キ

l
は
言
っ
た
。
そ
の
日

か
ら
私
は
ジ
プ
シ
ー
に
気
に
入
ら

れ
、
ど
こ
に
行
く
に
も
後
ろ
を
テ

ク
テ
ク
つ
い
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
な
で
て
く
れ
な
い
と
私
の
ひ

ざ
に
頭
を
ち
ょ
こ
ん
と
お
き
、

じ
っ
と
私
を
見
つ
め
て

ま
る
で

η

な
で
て
“と
言
わ
れ
て
る
よ
う
で

し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。
か
わ
い

か
っ
た
。
そ
し
て
夜
に
家
族
が
そ

ろ
っ
て
日
本
の
お
み
や
げ
を
渡
し

た
。
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
て
、
そ

の
夜
は
だ
る
ま
お
と
し
に

コ
マ
に
、

奮
闘
し
た
。

そ
し
て
、

口
目
。
私
は
今
日
ニ
ッ

キ

l
の
大
会
へ
応
援
に
、
同
日
ま

で
ダ
ニ

l
デ
ン
と
い
う
町
ま
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
サ
ヨ

八雲町
。錦H盟国や〈も大潟放政まコ'!I~

ー北槍山町
。四国の湯宿『ねとい温泉mCl

-日時/10月28日(日)
午前9時泊分~午後l時3日分

.会場/八雲漁港特設会場

八Eの秋の一大イベント 『ゃくも大漁枇味
まつりL 浜の到の心意気とばかりにサケや
水産加工品八告の物産を格安販売11
また 特設ステージを中心に誕挙世品目当
たるゲームやアトラクションが盛りだくさん
家族・ご友人ご 特にお屈しください。

圃お問い合わせ先/
八雲町漁聾協同組合

.おすすめメニュー/特製ジンギスカン、

ヤマベ白白露軒 ニジマス料理、山菜料

理
.宿泊料金/6.4'凹円-(1泊2食)
.泉質/食塩泉、ナトリウムイオン泉

.効能/神経姉、筋肉痛、五卜官、運動

麻姉、慢性消化問病皮脂病婦人病な

ど

圃干約・お問い合わせ先/

ねとい温泉 '5'01378-4-5141 

ナ
ラ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
出
ら
れ

な
か
っ
た
。
電
車
で

5
時
間
、
ニ
ッ

キ

l
の
友
達
と
た
く
さ
ん
話
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
も
し
た
。
と
に
か
く
、

は
し
ゃ
い
で
は
し
ゃ
い
で
楽
し

か
っ
た
。
そ
し
て
試
合
当
日
、
体

操
の
試
合
で
体
が
ク
ネ
ク
ネ
動
い

て
、
高
く
投
げ
た
フ
ラ
ワ
ー
プ
や

ボ
l
ル
な
ど
ち
ゃ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ

し
て
、
本
当
に
す
ご
か
っ
た
。
か
っ

こ
良
す
ぎ
て
、
た
だ
じ
っ
と
演
技

を
見
て
い
た
。
結
果
は
個
人

4
位
、

団
体
1
位
だ
っ
た
。
私
の
中
で
は

l
番
は
ニ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
打
ち

あ
げ
で
ピ
ザ
ハ
ッ
ト
へ
行
っ
た
。

た
く
さ
ん
飲
ん
で
食
べ
て
笑
っ
て

本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
ホ
テ
ル
に

着
い
て
み
ん
な
に
固
ま
れ
た
。

い
っ
ぱ
い
質
問
さ
れ
、
答
え
る
の

に
精
一
杯
で
今
思
い
出
し
て
も
何

を
き
か
れ
た
の
か
覚
え
て
な
い
ぐ

ら
い
だ
。
そ
し
て
次
の
日
、
お
母

さ
ん
と
海

へ
行
っ
た
。
砂
浜
で
遠

く
の
方
に
無
人
島
が
あ
っ
た
。
波

が
高
く
て
び
っ
く
り
し
た
。
そ
し

て
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
帰
る

電
車

へ
乗
っ
た
。
知
ら
な
い
男
の

人
と
友
達
に
な
っ
た
。
そ
の
人
は

途
中
の
駅
で
お
り
て
し
ま
い
、

一棋

が
出
た
。
泣
い
た
。
ま
た
ど
こ
か

で
会
い
た
い
で
す
。
ダ
ニ

l
デ
ン

で
の
ポ
ウ
家
と
の
思
い
出
は
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の

1
つ
で
す
。

そ
し
て
別
れ
の
目
。

1
番
先
に

瀬棚町
蝿料理由お侠に日本画はいかが?

。町再子物語J&r花但み」。
そろそろ鍋料理が悲しい季節となってきまし

た.そんな鍋のお供にアイガモ出法で栽埼した
お米を肥料に醸造した瀬棚町特産純米酒「吟子

物il8Jと吟酬酒 f花埋み』はいかがでしょう

地方先送も承っておりますのでl お土産や問り
物にどうぞご利用お願いいたします.

・販売直/町内の各出WJ出
.価絡/

「吟子物悟JL 8 ~t2 反xl円 7田'.，)'1;[ 1. 3田円

「花埋みJ1. 8'1;{3αxl円720'，;，111.6回円
圃お問い合わせ先/瀬棚'1酒販届組合
(事務局瀬棚町尚工会内 空間1378-7-343.'::>)

E四13切6-2-3101• • 
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大成町
。国民温泉保護センター。

熊石町
。山峡@.)I溺刊の宿IT'Ji'lii面温泉』。

長万部町
~感動の舞台が再び~
eこまつ庭『聞に咲く花』公演。

泣
い
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
後
ど
ん

ど
ん
み
ん
な
が
つ
ら
れ
て
い
き
大

泣
き
だ
っ
た
。
ニ
ッ
キ

l
に

H
Z
。口
。
2
一古
可。-目。。
J

「。
己
戸川ニ
め
ご

と
言
っ
た
。
ニ
ッ
キ

l
も
同
じ
気

持
ち
だ
っ
た
。
本
当
に
す
ご
く
す

ご
く
悲
し
く
て
つ
ら
く
て
本
気
で
、

何

で

帰

ら

な

き

ゃ

な

ん

な
い

の
?
っ
て
思
っ
た
。
こ
こ
に
残
っ

て
も
い
い
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら

な
か
っ
た
。
で
も
帰
ら
な
き
ゃ
い

け
な
く
て
、
こ
の
気
持
ち
を
我
慢

し
て
飛
行
機
に
乗
っ
た
。
淋
し
く

て
、

N
Z
の
家
族
が
恋
し
か
っ
た
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
着
き
、
日
本
行

き
の
飛
行
機
に
乗
ろ
う
と
手
続
き

を
し
よ
う
と
し
た
ら
、
台
風
の
せ

い
で
、
午
前

8
時
犯
分
発
の
飛
行

機
が
午
後
9
時
発
に
な
っ
て
し
ま

コリドーIL爽漏ネットワ一つ情報

広大な貝取i!m渓谷の保養温泉地に
位置する身も心もあったかになる温

泉。

お風巨から眺められる四季折々の

景色、周辺には遊歩道や公闘もあり、

大成町の大自然を満喫できます。

紅、黄色、緑のコンストラスト!

表情豊かな四季の息吹を感じて

鉄分を多く含んだ茶褐色の湯は源

泉そのまま。大浴場、せせらぎを望

む露天風日はミネラルが監1Jで湯治

に最適です。

.場所/大成町字貝取iWl

.入浴料/大人 260円、小人 50円

.宿泊/7.8∞円~
・お問い合わせ先/

見市温泉 台01398-2-2002

劇団 「こまつ座j が長万部で公演しま
す。今回の作品は I附に咲く花」で、主
演はテレビやラジオでおなじみの「名古
屋章」さんです。
※全道で3公演だけですので、ぜひご覧
ください。
.日時/10月13日(土)午後6時間場
.場所/学習文化センター
.料金/前売り2.8叩円 当日3α氾円
・お問い合わせ先/
学習文化センタ-- 1!V1377-2-5757 
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ぃ
、
そ
れ
ま
で
買

¥
も

P
I
ド

い

物

を

し

た

り

話

二

¥
一j
，一
切

ン

し

た

り

、

楽

し

夜

ぺ
昨

一づ

か

っ

た

。

結

局

飛

岨

じ
抗
¥

ジ

行
機
は
午
後
ロ
時

6

「

に
な
っ
て
眠
く
て
だ
る
く
て
い
っ

二

ば
い
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

hF?ι 

今
回
N
Z
は
行
く
こ
と
が
で
き

N

て
本
当
に
良
か
っ
た
。
色
ん
な
人

※

と
触
れ
合
っ
て
友
達
に
な
れ
た
。

た
く
さ
ん
笑
っ
て
泣
い
た
。
早
く

ニ
ッ
キ
!
と
の
約
束
、

目。。

〈
E
E
FO「を
実
現
さ
せ
た
い
。

ま
た
会
い
た
い
。

一
緒
に
過
ご
し

た
い
。
今
度
は
自
分
の
お
金
で
、

1
人
き
り
で
ポ
ウ
家
を
訪
れ
た
い
。

あ
り
が
と
う
ニ
ッ
キ

l
。
み
ん
な

あ
り
が
と
う
。

N
Z
大
好
き。
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あ
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秋
か

F
Aよ
ぐ
及
室
か
す

，

は

つ

あ

き

よ

ぞ

ら

か

な

つ

や

が

え

，
初
秋
の
及
室
も
衣

l
迅
及
帰
り

一

，

か

い

て

ん

ど

で

あ

か

ぜ

あ

き

，
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曲
が
ゑ

ぬ
け

T
広
人
守

hvt風
口
秋

は

つ

あ

ぎ

く

し

へ

ん

し

ゅ
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つ
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、
初
秋
の
ム
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A
M
H
畑
象
の
象
h
r
h
r
γ
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え

て

が
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く

わ

り

ょ

う

や
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一
絵
手
鉄
に
レ
シ
ピ
加
へ

7
良
及
か
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い
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な
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ま
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A
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い
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く

き
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ょ
う
や
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ぎ
余
り
の
一
・
句
伏
ま
り
や
良
及

か

す

辻

知

子

内
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
援
で
す
が
、

d
F
U
が
よ
み
や
す
く
“
と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
紀
し
て
い
ま
す
・
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《

納

め

る

人

は

》

一

O
土
地
や
家
屋
を
売
買
・
贈
与
・
一

交
換
な
ど
に
よ
っ
て
取
得
し
た
人
。
一

O
家
屋
を
新
築

・
増
改
築
に
よ
り
一

取

得

し

た

人

。

一

《

納

め

る

額

は

》

一

取
得
し
た
不
動
産
の
価
格
の
4
%
一

の
額
で
す
。
た
だ
し
、
住
宅
は
3
一

%

の

額

で

す

。

一

《

不

動

産

の

価

格

と

は

》

一

O
家
屋
を
建
築
(
新
築

・
増
改
築
)
一

し
て
取
得
し
た
場
合
は
、
実
際
の
一

建
築
費
で
は
な
く
、
固
定
資
産
評

一

価
基
準
に
よ
り
評
価
し
た
価
格
を

一

い

い

ま

す

。

一

O
土
地
や
家
屋
を
売
買
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合
は
、
実
際
の
購

入
価
絡
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て

市
町
村
の
固
定
資
産
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
価
格
を
い
い
ま
す
。

《
主
な
軽
減
措
置
は
》

O
住
宅
や
住
宅
用
土
地
な
ど
を
取

得
し
た
場
合
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
と
き
。

O
公
共
事
業
の
た
め
に
土
地
や
家

屋
を
譲
渡
し
、
2
年
以
内
に
代
わ

り
と
な
る
不
動
産
を
取
得
し
た
と

き。

次
の
日
程
で
行
政
懇
談
会
が
行
一

わ

れ

ま

す

。

一

行
政
相
談
員
は
年
金
、
老
人
保
一

健
、
福
祉
、
道
路
、
登
記
、
郵
便
・
一

貯
金
、
消
費
者
保
護
、
雇
用
保
険
、
一

役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
の
相
談
一

を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

一

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

一

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一

ま
だ
、
自
動
車
税
を
納
め
ら
れ

て
い
な
い
方
は
、
至
急
納
税
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

槍
山
支
庁
総
務
部
税
務
課
納
税
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
宮
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9

5
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内
線
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6
1
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ま
た
、
自
動
車
税
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
道
税
ホ

l
ム

ベ
l
ジ
で
も
お
受
け
し
て
お
り
ま

す。
E
F
-
-
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¥
三
喜
一
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秋
の
行
政
相
談
週
間

ω月
日
日

t
幻
日

函
館
地
方
、
家
庭
裁
判
所
に

よ
る
受
付
稲
談
の
ご
利
用
を

悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と

あ
り
ま
せ
ん
か
?

土
地
、
建
物
、
金
銭
、
相
続
、

家
庭
、
交
通
事
故
等
の
悩
み
ご
と

や
困
り
ご
と
に
つ
て
、
調
停
制
度

の
説
明
や
各
種
申
立
手
続
き
に
関

し
て
、
裁
判
所
職
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
相
談
場
所

V
瀬
柳
川
町
民
セ
ン
タ
ー

。
相
談
日
時

Vω
月
刊
白
川

3
寺
山
川
寸
1
6
4寸

l
H
E
f

l
H
 

V
U
月
刊
日
同

は
時
初
分
1
同
時

。
お
問
い
合
わ
せ
先

函
館
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

庶
務
係

台

0
1
3
8

4

2

2

1

5

1

内
線
5
5
3
番

ハロ
I
ワ
l

ク
か
ら
の

女
詳
し
く
は
、
次
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

園
北
海
道
檎
山
支
庁
総
務
部
税
務

課
課
税
係
目。1
3
9
5
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1

1

0
1
0

内
線
2
3
2
7
・
2
3
2
8

お
知
ら
せ

。
月
日
V
川
月
行
日
凶

。
時
間
V
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま

で。
場
所
V
町
民
セ
ン
タ
ー
マ
1
階

小
会
議
室

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
化
檎
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
同
年
刊
月
分

Vω
月
げ
日
同

午
後
l
時
1
午
後

5
時

V
印
月
間
日
附

午
前
9
時
ー
は
時

。
連
絡
先

[北
檎
山
職
業
相
談
室
〕

8
0
1
3
7
8
1
4
1
5
7
2
4
 

[ハロ
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ワ
l
ク
函
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不
動
産
取
得
税
を

ご
存
じ
で
す
か

1[.);困

強道
調税
月の
問納
で税
す推
進

※納め忘れのない便利な口座振替

の手続は役場 1階税務課まで

l 険税z:z l| 

自
動
車
税
の
納
税
を

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

か

?

の納期となっております。

道
で
は
、

ω月
に
自
動
車
税
を

重
点
と
し
た
滞
納
整
理
の
促
進
に

努
め
ま
す
。

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
、
そ
の
年
の
5
月
末
日
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。

10月は

• 

• 

d 

• 

• 
に
こ
た
え
る
技
能
士
の
庄
で
仕
事

を
頼
む
と
き
「
あ
な
た
は
技
能
士

で
す
か
っ
」
と
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

北
海
道
に
は
技
能
士
日
万
人
、

皆
さ
ん
の
身
近
に
も
機
械
・金
属
・

建
設
・
建
築
・
木
工
・
塗
装
・
食

品
等
商
工
業
関
係
約
1
0
0
職
種

の
「
技
能
士
」
が
お
り
ま
す
。

※最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、
臨時に支払われる賃金、時間外等割増資金は算入され
ません。
※最低賃金額以上の賃金を支払わないと最低賃金法
違反となり、処罰されることがあります。
※特定の産業で働く労働者には産業別最低賃金が適
用されます。

北海道労働局

北海道最低賃金
道内で事業を営む使用者及びその使用者に使用
される労働者(臨時、パートタイマ一、アルバイ
ト等を含む)に適用される北海道最低賃金が、次
のとおり改正決定されました。

日
月
間
日
は

技
能
の
日

ω月
は
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
で
す

日額 5，095円
時間額 637円
平成13年10月l日

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

日
月
は
「
職
業
能
力

開
発
促
進
月
間
」
で
す
。

労働基準監督署(支署)

培
っ
た
技
能
が
拓
く
北
の
大
地

今

一
度
、
納
付
書
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
老
齢
基

礎
年
金
ば
か
り
か
、
も
し
も
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎

年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

(
役
場
1
階

技
能
士

技
能
士
の
家
・
庖
・
事
務
所
な
ど

に
は
標
示
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

効力発生年月日

最低賃金額

社
団
法
人
北
海
道
技
能
士
会

8
0
1
1
6
4
3
4
8
4
5
 

技
能
士
と
は
、
国
が
実
施
す
る

技
能
検
定
に
合
格
し
た
人
に
与
え

ら
れ
る
「
称
号
」
で
す
。

よ
い
商
品
、
よ
い
仕
事
は
信
頼

町
民
課
年
金
係
)

ー

)

一

O
む
い
略
↑

手

・
針
品
川
一

昨

ブ

Q
J
、
ノ
喝

mu
-
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-フ
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会

ク

日

会

む

一。
ダ
俊
内
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治
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江
附
靖
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実
刊
M
d
男
一
夫
湘
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繁
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'
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f
m
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町
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一
-
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糸

諸

清

奈
い
奴
民
健
正
川
行
古
川
進
善

祉
し

一一
J
勝
竹
4f
中
給
守
小
針
村
山

ー
佐
沢
東
内
山
倉
ル
吋
野

i
回

り

福
守

一熊
E
T
瀬
E

北
r

、
北
町
。
平
l
今
針
臼
一ノ
F
企
玉
川川
M
1
野

E

よ

会

に

一約
遠
森
山
何
回

t
古
若

i
木
片
借
入
品
寸
金
伊
竹
今
大
へ
守
矢
広
境

だ
相
ど
「
l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
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l

l
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-

-

-
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寿
り
一

判
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豊
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一

主

叩

曲

、
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ヂ

幸

紀
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一

》

彦
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子

子

男

三
枝
義
》
間
引
い
n
U
M
M
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子
》
吉
》
子

市

m
園
厚
市
学
出
向

r
耐

一
世
川
両
-
一

j

i

---
恥

宇

陀

都

町

町

福

学
ご

E
防
l

刻
一
一
佳
雅
い
博
牝
笠
い
蹄
洋

一
洋
静
信
一
U
怖
い
お
、
留
部
清

除
但
札
一
H
F広
旧
千
歳
本
川
府
一
腕
1
1
藤
崎
岡
林
百
館
一
蹴
磯
岡
田
正
E

川
万
水

量

光

寄

一名
邦
学
帯

-

千

百

孔

ー

函

館

上

九

長

※
ご

一4
東
《
久
木
《
橋
《
高
《
木
後
宮
片
小
浜
《
函
《
楢
《
及
《
出

確かに高齢者人口の増加は出生数を上回り、こ

れから国民年金に加入して保険料を納める人より

も年金を受給する人の方が多くなっているのは事

実です。かといって、納めていても受け取れない

ということにはなりません。公的年金制度は人口

の推移や経済の動向などを考慮し、長期的な見通

しをたてながら国の責任で運営しているからです。

理解していただきたいのは、国民年金が働ける

若い世代の支払う保険料によって年金世代

の生活を支え、それを継続していくとい

う「相互扶助」の仕組みになっているこ

とです。

したがって、保険料の未納は制度自体

の存続を危うくすることにつながります

ので、納めるようにしてください。

世代と世代の相互扶助の仕組みを理解して

ください。

医育訓 お年寄りの人口は増えているのに

巨 |子供の数は減る 方です。これ

から納める人よりも受給する人の方が

多くなり、若い世代は納めていても受け

取れないのではないですか。受け取れな

いのなら保険料を納めたくありません。

年金ワシポイシト講座

圏

(u) 



祉書割宵

だより

(重点目標)

困

い

つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
、

E出

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に

画

家

庭

や

学

校

、

地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

同四

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
ま
し
ょ
う

第299号

こ
ど
も
達
、か
主
人
公
巴
な
る
だ
め
巴

・

か
つ
て
子
供
の
仕
事
は
遊
び
と

い
わ
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
遊
び
仕
事
人
達
は
、
仲
間

や
友
人
た
ち
と
豊
か
な
子
供
文
化

と
い
わ
れ
る
世
界
を
形
成
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
仕
事

の
中
味
や
こ
ど
も
達
の
世
界
は
塾

通
い
や
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
な
ど
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
主
役
の
影
は

薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
無
気
力
、
無
感
動
、
無

関
心
、
指
示
待
ち
症
候
群
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
子
供
が
増
え
、
そ
の

現
象
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
問
題

が
見
え
隠
れ
し
一

て
い
ま
す
。

h

主
体
的
に
遊

び
を
成
立
さ
せ
官

る
た
め
に
は
d

「
時
間
」
「
空
ぬ• 

間
」
「
仲
間
」

L

の
必
要
な

3
つ

の
「
問
」
が
あ

り
ま
す
。
「

• 
• 

問
」
の
余
裕
は
塾
や
稽
古
な
ど
が

吸
収
し
て
し
ま
っ
た
。
子
供
が
大

人
の
目
を
逃
れ
て
独
自
の
世
界
を

つ
く
る
こ
と
の
「
空
間
」
は
、
ほ

と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
く
な
っ
た
。

公
園
の
よ
う
な
場
所
も
様
々
な
規

制
が
あ
っ
て
自
由
な
遊
び
ゃ
活
動

が
や
り
に
く
く
な
っ
た
。
ま
た
、

テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ

り
、
人
間
同
士
の
か
か
わ
り
が
だ

ん
だ
ん
と
希
薄
に
な
っ
て
、
友
人

関
係
ど
こ
ろ
か
家
族
関
係
さ
え
も

次
第
に
危
う
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
ど
も
達
の
エ
ネ
ル

d
ギ
ー
が
す
べ
て
失
わ
れ
た

司と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
う

一
度
、
子
供
達

m

が
自
分
た
ち
の
世
界
で
い

一
き
い
き
と
主
人
公
に
な
る

た
め
に
「
私
達
大
人
が
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
け

ば
良
い
の
か
真
剣
に
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

• • 

生|学白
副び主
:1のと
EIま支
副ち援
宮|づ、で
割くつ
到りく
? II!::::oる
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第
二
次
社
会
教
育
中
期
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
委
員

会

・
団
体
・
有
識
者
等
の
代
表
者

十
八
名
に
策
定
委
員
を
委
嘱
し
、

今
金
町
の
社
会
教
育
の
現
状
を
分

析
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
卜
し

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
計
画
策
定

の
ベ

l
ス
と
な
っ
た
社
会
教
育
推

進
の
現
状
の
評
価
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

口
学
習
機
会

の
提
供

-
相
対
的
に
背
壮
年
層
へ
の
機
会

が
少
な
く
、
参
加
率
の
低
さ
が
見

受
け
ら
れ
る
。

・
パ
ス
運
行
な
ど
の
手
立
て
を
し

て
い
る
地
域
の
参
加
率
が
低
く
見

受
け
ら
れ
る
。
地
域
の
学
校
な
ど

を
活
用
し
た
出
前
型
講
座
な
ど
が

必
要
。
・
町
民
が
集
ま
り
ゃ
す
い
所
で
身

近
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会

を
つ
く
る
。

・
各
年
代
層
の
求
め
る
学
習
ニ
ー

ズ
と
必
要
な
学
習
を
把
握
し
直
す
。

.
提
供
型
の
学
習
機
会
で
は
な
く
、

様
々
な
学
習
メ
ニ
ュ
ー
を
提
示
し
、

そ
れ
を
選
択
し
、
更
に
企
画
運
営

な
ど
、
自
ら
が
行
え
る
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
を
探
る
。

・
町
の
資
源
を
生
か
す
学
習
機
会

を
増
や
し
、
地
域
に
根
さ
し
た
学

習
活
動
の
展
開
。

白
人
材
育
成
/
指
導
者
体
制

-
地
域
の
指
導
者
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
す
る
体
制
、
つ
く
り
。

・
異
世
代
交
流
に
次
代
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
視
点
が
必
要
。

.
公
的
委
員
の
役
割
を
見
直
し
体

制
を
整
備
す
る
。

・
指
導
者
体
制
整
備
は
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
、
特
に
学
校

で
の
学
習
活
動
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
派
遣
、
受
入
双

方
の
職
場
の
理
解
と
予
算
面
の
配

慮
が
必
要
。

H

教
え
る
“
と
い
う
こ
と
に
た

め
ら
う
場
合
が
あ
る
。

H

一
緒
に

や
る
“
と
い
う
視
点
で
世
話
役
的

な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。

|ビリカ遺跡への遠い道のり(7)23;h
法主法子;型

穏とる獲たのまたしに に製で的長石マょにをまと要と主ホ
、しい物め道し 石た 、ヨ向作、に剥探|う骨ったはない τモ
工てはをの具た刃人こ l上のこつ片ので F ゃくは もわと
具の授突ナと。に々のロし能れく 11 素軽這角り円まのれ白サ
と槍けきイし狩加は技ツま率にり石材くきを 、筒ずとる刃ピ
し先槍刺フて猟工、法パしはよ出刃とたとタそ形、な石(工
て形のす形用やを用ををた飛りすをなた L ガのの円り器せン
の尖穂槍石い調施意習中。躍石も連るきハネ上石錐ま製きス
削頭先あ器る理しし得心 的器の続縦 、ンの面核形す作じの

口
情
報
提
供
/
相
談
体
制

-
技
術
や
知
識
を
持
つ
町
民
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
早
急
な
間

取
調
査
や
記
録
化
が
必
要
。

・
窓
口
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

相
談
事
や
要
望
で
あ
っ
て
も
積
極

的
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
町
民

を
育
む
。

・
全
体
的
に
叩
不
足
。
町
広
報
だ

け
で
な
く
行
政
外
の
情
報
発
信
や

各
種
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
が
必
要
。

・
人
が
集
ま
る
所
で
の
情
報
提
供
。

口
団
体
活
動

-
会
員
の
高
齢
化
や
新
鋭
加
入
の

少
な
さ
を
悩
む
一
方
で
、
加
入
し

や
す
い
雰
囲
気
つ
く
り
ゃ
新
規
加

入
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
足
気
味
。

・
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
一

般
的
に
市
街
地
で
の
加
入
率
の
低

さ
や
高
齢
化
が
目
立
っ
て

い
る
。
自
治
会
、
町
内
会

こ
と
の
結
成
を
考
え
る
。

.
各
種
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ

力
を
秘
め
て
い
る
が
、
目

的
を
見
失
っ
て
い
る
も
の

が
多
い
。
育
成
支
援
か
ら

本
当
の
意
味
で
の
自
立
化

へ
の
支
援
が
必
要
。

諸国

器
、
皮
な
め
し
に
効
力
を
発
揮
す

る
鐙
器
、
骨
や
角
を
削
っ
て
彫
刻

し
た
り
す
る
た
め
の
彫
器
な
ど
、

精
巧
な
石
器
や
骨
角
田
市
が
発
達
し
、

そ
れ
ら
が
世
界
に
広
が
っ
て
後
期

旧
石
器
文
化
が
成
立
し
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
も
関
東
地
方
を
中

心
に
約
3
万
年
前
に
石
刃
技
法
が

出
現
し
ま
す
。
北
海
道
地
方
で
石

刃
技
法
が
使
わ
れ
始
め
る
の
は
本

州
よ
り
遅
れ
、
約
2
万
年
前
の
頃

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

後
期
旧
石
器
時
代
に
な
り
、
数

多
く
の
岩
壁
絵
画
や
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

像
彫
刻
な
ど
、
見
事
な
出
来
栄
え

の
精
微
な
芸
術
作
品
も
生
ま
れ
、

精
神
生
活
の
面
で
も
、
現
代
人
の

基
礎
は
こ
の
頃
に
で
き
あ
が
っ
て

• • 
口
社
会
教
育
関
連
施
設

こ
れ
ま
で
も
町
民
セ
ン
タ
ー
、

総
合
体
育
館
な
ど
の
市
街
地
施
設

や
地
域
の
集
会
施
設
、
現
在
休
校

中
の
中
里
小
学
校
校
舎
な
ど
現
有

会金町総合文化祭芸能まつ

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
岩
壁
絵
画

の
多
く
は
、
日
常
生
活
の
場
と
は

か
け
離
れ
た
、
真
っ
暗
閣
の
洞
窟

の
奥
深
く
で
、
た
い
ま
つ
の
明
か

り
を
頼
り
に
描
か
れ
、
画
題
の
中

心
は
ウ
シ
・
ウ
マ
・
ト
ナ
カ
イ
・

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
ク
マ
な
ど
、

狩
猟
の
対
象
と
な
る
動
物
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
特
定
の
神
聖
な
場

所
で
豊
猟
を
祈
る
狩
猟
呪
術
が
行

わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
新
聞
報
道
で
は
、
南
フ
ラ

ン
ス
で
約
3
万
5
千
年
前
の
世
界

最
古
の
洞
窟
壁
画
が
発
見
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
巧
妙
な
遠

近
法
、
優
雅
な
線
で
描
か
れ
た
動

物
た
ち
の
絵
は
本
当
に
そ
ん
な
に

古
い
の
か
と
思
わ
せ
る
芸
術
作
品

で
す
。象
牙
、
石
、
粘
土
な
ど
で
つ
く

ら
れ
た
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
と
呼
ば

れ
る
女
性
裸
像
は
、
西
は
ピ
レ

ネ
一
ー
か
ら
東
は
シ
ベ
リ
ア
に
か
け

て
発
見
さ
れ
て
お
り
、
女
性
の
生

殖
力
を
表
象
す
る
か
の
よ
う
に
、

乳
房
や
腰
部
な
ど
が
異
常
に
強
調

さ
れ
、
豊
穣
儀
礼
と
関
連
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
に
お

い
て
は
残
念
な
が
ら
岩
壁
絵
画
や

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
彫
刻
の
明
確
な
も

の
は
い
ま
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

@ 

(
つ
づ
く
)

施
設
の
有
効
活
用
を
視
点
に
設
備

の
充
実
も
含
め
整
備
に
努
め
て
い

る
。
社
会
情
勢
や
生
涯
学
習
社
会

の
到
来
が
叫
ば
れ
、
学
習
ニ

l
ズ

や
本
物
志
向
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

よ
り

一
一
層
の
施
設
の
充
足
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

・
望
ま
れ
る
機
能
を
持
っ
た
施
設

整
備
の
た
め
の
利
用
者
の
声
が
反

映
さ
れ
る
仕
組
み
と
体
制
づ
く
り
0

.
町
民
の
盛
り
上
が
り
と
併
せ
て
、

施
設
整
備
後
の
事
業
の
企
画
や
運

営
を
支
援
す
る
町
民
主
体
の
組
織

の
母
体
づ
く
り
。

・
現
在
ま
で
の
施
設
整
備
に
係
わ

る
経
過
を
踏
ま
え
、
町
民
の
自
主

的
活
動
を
支
援
す
る
立
場
か
ら
の

条
件
整
備
を
観
点
と
す
る
拠
点
施

設
づ
く
り
。
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第32回総合文化祭・作品
展示総合体育館

り

3日凶

5日(11)
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お

革

審

D
白

骨

折

を

一

防
J

ぎ

ま

し

ょ

-
3
1

一

⑩⑧みんなの健康
「
骨
折
」
は
骨
が
折
れ
る
と
い

う
単
純
な
怪
我
で
ギ
プ
ス
等
で
固

定
す
る
な
ど
の
治
療
に
よ
っ
て
治

り
後
逃
旋
も
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い

(
場
合
に
よ
っ
て
は
残
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
)
も
の
で
す
。
し
か

し
お
年
寄
り
の
「
骨
折
」
は
少
々

話
し
が
逃
い
ま
す
。

骨
の
状
態

お
年
寄
り
の
骨
は
、
骨
密
度
が

低
下
し
、
す
か
す
か
に
な
る
「
骨

粗
し
よ
う
症
」
と
い
う
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
も
ろ

く
て
、
弱
い
状
態
で
す
。

若
い
人
で
あ
れ
ば
打
撲
程
度
で

済
む
よ
う
な
怪
我
で
も
、
骨
折
し

て
し
ま
い
や
す
い
の
で
す
。

骨
折
し
や
す
い
と
こ
ろ

折
れ
や
す
い
と
こ
ろ
が
決
ま

っ

て
い
る
こ
と
も
、
お
年
寄
り
の
特

徴
で
す
。

①
股
(
足
の
つ
け
根
)
の
骨
折

②
腰
骨
の
骨
折
③
手
首
の
骨
折

④
肩
の
骨
折

こ
れ
ら
は
「
お
年
寄
り
の

4
大
骨

折
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

生
活
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
の

で
す
。
特
に
寝
た
き
り
の
原
因
と

も
い
わ
れ
る
「
股
の
骨
折
」
は

「
大
腿
骨
頚
部
骨
折
」
と
い
い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
転
ん
で
足
の
付
け
根

を
痛
が
っ
た
ら
、
こ
の
骨
折
を
疑

い
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

転
倒
の
後
遺
症

お
年
寄
り
は
転
倒
へ
の
恐
怖
心

を
転
倒
す
る
前
か
ら
持
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
転
倒
を
経
験
す
る

と
、
よ
り
転
倒
へ
の
恐
怖
や
心
配

が
強
ま
り
外
出
す
る
こ
と
を
嫌

が
っ
た
り
、
極
端
に
な
る
と
、
歩

行
す
る
こ
と
も
嫌
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
、

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な

り
、
元
気
だ
っ
た
筋
力
や
体
力
ま

で
も
衰
え
て
し
ま
う
「
廃
用
症
候

群
」
に
陥
り
ま
す
。

• • 
転
び
や
す
い
理
由

転
倒
し
や
す
く
な
る
理
由
と
し

て
老
化
に
よ
る
次
の
よ
う
な
変
化

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
忘
れ
っ
ぽ
く
な
る
(
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
を
つ
い

忘
れ
る
)

②
視
力
が
低
下
す
る
(
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
を
見
落

と
す
。
)

③
運
動
能
力
が
低
下
す
る
(
ま
た

ぐ
な
ど
の
動
作
が
し
に
く
い
)

④
神
経

・
筋
系
の
機
能
が
低
下
す

る
(
バ
ラ
ン
ス
、
と
っ
さ
の
危
険
を

回
避
で
き
な
い
。
つ
ま
先
が
上
が

ら
ず
つ
ま
ず
き
ゃ
す
い
)

住
宅
環
境
の
改
善

こ
の
よ
う
に
お
年
寄
り
は
転
倒

し
や
す
い
身
体
状
況
で
す
の
で
転

倒
予
防
を
考
え
て
早
め
に
敷
居
や

玄
関
な
ど
の
「
段
差
解
消
」
を
行
っ

た
り
「
手
す
り
」
を
お
年
寄
り
が

よ
く
通
る

「動
線
」
に
と
り
つ
け

lil: 目 まサ 象 者 l実施日 時 間 実施会場 備 考

一般住民関係

般健康相談 全住民 10月15日(11) 9羽-11:30 邑合福祉施設内保睡センター 健康相臨・血圧測定・尿検査

般健康相鍛 " 10月22日(11) 9 :30-11:30 " " 
一般他""相餓 " 10Fl29日1111 9 :30-11:30 " " 
一般他ll!相談 " 11月5日1111 9 :30-11:30 " " 
一般健康相設 " 11月12日(11) 9 :30-11:30 W " 
あったからんど健康相談 H 10月23日(1<) 13:30-15:30 あったからんど " 
美利1可他lJt相敵 英利河地区住民 10月10日同 14田-16∞ 長利I可生活館 H 

種川他版相談 樋川地区住民 10月17日同 13:30-15:30 磁川温泉集会室 " 
無医地区巡回診療 八雲総合病院リウマチ将

10月15日(111 10∞~  *'合福祉施設内保値センター 八雲総合病院医師診察(リウマテ科) に通院されている方

無医地区巡回診療
(有料)

(耳品科) 今金町民 10月23日附 14即-15∞ " 持ち物お知らせ参照

予約制です[:火申]ま込 +(盟保加入の方 5∞円tt籾怒痕検診 " 11月l日(村 は10月23日 " .その他の方 1.ぽ旧円でですー

乳幼児関係

4ヶ月児相官主 H13年6月生まれの 畳付時間
股宮!節脱臼検査 干

10月22日(11)
13:15-13:30 

韓合福祉施設内毘陸センタ
H13年2・3月生ま 受付時間 持ち物

6ヶ月児他診
れの子 14:30-14:45 母子手帳タオルなど

3歳児蝕診
HlO年8・9月生ま

10月24日同 畳付時間 N 
れの子 14:30-14:45 

よい干の歯科健診 歯がはえている子~ 11月5日(11) 鮮細はご後日 続出し、他斜健診フッ議噌布サ

" ホライド愈布、希望者には個別相
(干約制) 小学校就学前の子 6日附 案内いたします. 綴の'J$~.

予防接種関係

3樋混合予防接種1J田
対象者には日程表に 10月15日1111

14:30-15∞ 持病※参院母に子く設他だ置版さし手いて.帳お予り診予ま診'?，'!すiはlti.各を
てご案内しています. 17日(柑

今金町田保病院

[お知らせ]

.無医地区巡回診療は、 守

治療費等は、病院と同じです。70歳以上の方は老人医療受給者証も必袈となりますので、お忘れのないようにお願いします。

-予防接種を受けられる際には、事前に「予防接種のしおりJr子供の他国Eと予防接種」を必ずよくお読みになり、予防接種
後の注意や副反応などについてご確認のうえ、受けられますようお願いします。

《連絡先》今金町総合福祉施設としべつ 保健福祉課健康づくり係 保健婦 'B'2-2780

健診を受けて明るい健康づくり

(保健福祉税健康づくり係 国保係)

日です。

この期限を過ぎますと、法律の規定により特別弔慰金を受け

l る権利が消滅します。

E対象者/戦没者死亡当時の三親等内親族で、主に次の要件 U
を満 たす方に特別弔慰金が支給されます。

帯別弔題全の請求はお箔みですか?

1 平 成 14年 4月請求期限は、

た
り
、

「浴
室
」
で
転
倒
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
手
す
り
や
シ
ャ

• • 
-平成7年 4月1日から平成11年 3月31日までの
間に、公務扶助料や遺族年金等の受給権者が遺族

内にいなくなった方

・平成7年 4月2日から平成11年 4月1日までの
聞に、戦傷者戦没者遺族等援護法による弔慰金の

受給権を取得した方。(ただし、平成11年 4月1日
において同一 の事由につき公務扶助料や遺族年金

等の受給権者がいる場合を|徐く。)

@ 

6年償還の記名国債

回]民課

-給付内容/額面24万円、

-請求窓口/役場1階

ワ
l
チ
ェ
ア

l
の
設
置
、
滑
り
ら

な
い
マ
ッ
ト
を
敷
く
な
ど
の
配
慮

を
し
て
あ
げ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

転
倒
予
防
の
た
め
の
住
宅
環
境

の
相
談
に
つ
い
て
は
総
合
福
祉
施

設
内
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。8
2
1
2
7
8
0
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骨
の
中
で
最
も
多
い
の
が
骨
塩

で
、
こ
の
量
(
骨
密
度
)
を
測
定
す

る
事
で
骨
組
し
よ
う
症
か
が
わ
か

り
ま
す
。
骨
極
量
は
刊叫

1
M
W歳
を

ピ
l
ク
に
誰
で
も
減
り
始
め
ま
す
。

そ
の
た
め
普
段
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム

を
多
く
と
る
事
が
予
防
の
第

一
歩

と
な
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多

い
食
品
は
チ
l
ズ

・
イ
ワ
シ

・
小

松
菜
・
生
揚
げ
・
ひ
じ
き
等
で
す
。

ま
た
ウ
ナ
ギ
や
椎
茸
に
多
い
、
ビ

タ
ミ
ン

D
を
同
時
に
と
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

他
に
も
運
動
不
足
は
骨
塩
訟
を

減
ら
し
、
ア
ル
コ
ー
ル

l
や
喫
煙

は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
悪
く
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の
生

活
を
見
直
し
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

O
あ
な
た
の
骨
塩
量
は
っ

日
月
1
日
、
「
と
し
べ
つ
」
で

女
性
を
対
象
に
、
骨
粗
し
よ
う
症

健
診
を
行
い
ま
す
。
後
日
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
下
さ
い
。

富
田
の
健
康
は
一
高
の
骨
か
ら

ー
骨
粗
し
よ
う
症
の
お
話

1

O
骨
は
毎
日
つ
く
ら
れ
る

骨
は
①
身
体
の
中
の
内
臓
を
守

る
②
身
体
を
支
え
る
③
細
胞
が
機

能
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
カ
ル
シ

ウ
ム
を
蓄
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
私
達
が
生
き
て
い
る
間
常

に

一
定
誌
が
猿
さ
れ
、
減
っ
た
分

が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
よ
う
症
と
は
こ
の
バ
ラ

ン
ス
が
う
ま
く
い
か
ず
、
骨
の
中

の
カ
ル
シ
ウ
ム
等
が
極
端
に
減
り
、

骨
に
す
が
入
り
す
か
す
か
に
な
っ

た
状
態
を
言
い
ま
す
。

O
少
し
の
事
が
お
お
ご
と
に

骨
粗
し
よ
う
症
に
な
る
と
、
骨

が
も
ろ
く
な
り
折
れ
や
す
く
な
っ

た
り
、
つ
ぶ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
つ
ま
ず
い
て
手
を
つ
い

た
瞬
間
、
手
首
等
を
骨
折
し
た
り
、

し
り
も
ち
を
つ
い
た
だ
け
で
骨
が

つ
ぶ
れ
た
り
、
普
通
で
は
考
え
ら

れ
な
い
さ
細
な
事
で
骨
折
し
た
り

し
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
骨
折
し

活
動
が
低
下
す
る
事
で
、
閉
じ
こ

も
り
ゃ
寝
た
き
り
の
原
因
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日41ah1 4森 (平成1控11月望み):
Qu ~l~司 |寒昇 森 聡さん、麻希子さんの長男 ・
~ ___  .A - -'--.J 親から】

?と羽 '....=--y 自転車大好き .

-Jdt t竺2えこ三宇与三 雨の日も風の日も毎日元気いっぱいおー

0 _，戸均rLミ?ーー・合 タ1トで遊んでます!
切，.;!，1.....>).~~!>--~咋 ~ 喝 もっともっと元気にたくましく

:ぬ 寝示尽さ工ξそ多大きくなれ!! 

:時固いつみちゃん aAE臥踊ベ:
: (平成11年1月幻日生まれ)T. ZCI魁躍-， ・
・寒 昇塩田雅史さん、あゆみさんの長女 .... ~二，.・ -
・ 【親から '¥:司菅弘、司 園田盤 ・

この頃は会話で遊べるようになり、ママ 三ι~ .JJ1彊IJ ..; ・
:ごと遊びが大好きです Q..'a' 怪宍Ef冒イ:
・ 健肢でたくさんお友達のいる干に育つ 同 島~I[h， 司、 . .{ . 
・てほしいです。 唱~. y .， 

A AA  J、J:
: 戸イドIL募集中
: 情報サービス係では、わが家のアイドルを募集し : 

・ています。 .

: .おおむね 1 歳~4歳幼児 : 

・写真にコメント(1閃文字を限度)を添え、 総務課

ー 情報サービス係までご持参ください。(ご希望があれ
. ば、写真を撮りに伺います。)

.連絡先 '5'2 -0111 内線234番まで

運転免許証
更新時講習のご案内

-優良講習(30分講習)
.10月18日、11月2日(午後 1時)

北檎山町農村環境改善センター

・10月11日、11月8日(午後 1時)
今金町民センター

・一般講習(2時間)
，11月2日(午後2時)
北槍山町農村環境改善センター， 

今金町の交通事故発生状況
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月nδ 8月発生
発生件数 1件
死者数 O名
傷者数 1名

※ss運動(スピードダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう 1

交通事故死ゼ口日数 331日

• あなたのまちの

幸せのために

赤い羽根
共同募金

• 輸出陣
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• 10月1白砂12月31日• 

10月7日 北槍山町国保病院(北槍山)

8日今金町国保病院(今金)

14日道南ロイヤル病院(北柏山)
21日楢崎医院(瀬棚)
28日 瀬棚町国保医科診療所(瀬棚)

(11月分については予定です)

11月3日岩間医院(今金)'s'2-∞57 
4日 北槍山町国保病院(北柏山) '5'4-5321 
11日今金町国保病院(今金) '5' 2 -0221 
18日 道南口イヤル病院(北柏山) '5'4-5011 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、ご

ください。 にU

午前 10時から正午まで A 片:'..:.. ~ -

午後1時から 3時まで ~'I:~ 融訟がザ
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住民の動き
8月末現在

6， 992人
3，368人
3，624人
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学ぉ4やみ毛 5しあげます
境田 ーさん 8月29日 95歳(豊受園)
伊藤 キヨノ九 9月7日 82歳(金原中央)
松村キク九 9月9目 的歳(南 町)

佐々木福太郎九 9月9日 73歳(中種 )lf)
稲垣 明九 9月12日 74歳(鈴金)
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